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六
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闘
関
陣
の
時
間
匹
次
於
奥
州
の
指
物
は
、
白
紙
の
四
ヰ
陀
大
ふ
へ
ん
も

の
と
結
付
た
り
。
人
え
巾
は
、
上
杉
家
武
勇
怒
る
花
、
か
〈
押
出

し
大
武
設
者
と
は
不
z
思
寄
一
指
物
也
と
答
し
か
ば
、
出
品
次
か
ら
/
¥

と
打
笑
ひ
、
抜
て
/
¥
何
も
は
文
官
か
な
、
仮
名
の
消
渇
だ
に
不
ν

知
。
我
等
那
久
々
一
浪
人
民
て
金
銀
な
き
故
、
大
不
柚
問
者
と
申
背
中
た
り
。

磁
桜
あ
し

t
か
〈
玄
ふ
は
誤
也
と
申
け
り
。
叉
品
目
津
へ
泣
仕
の
時
よ

り
、
皆
朱
の
柄
の
鎗
を
震
持
あ
り

t
。
背
よ
り
皆
朱
の
鈴
と
蹴
到
の

な
が
れ
、
HL
は
/
¥
と
-
宮
内
陀
底
抜
は
行
方
し
ら
宇
逃
去
け
り
。
相
叫

此
由
主
W
抗
生
・志
賀
町
可
へ
詩
し
か
ば
、
皆
ゑ
つ
ぼ
に
入
て
笑
け
り
。

へ
し
っ
ぺ
い
賞
候
事
は
、
俳
身
を
破
る
に
同
じ
、
後
世
K
も
恐
れ
候
と

-z。
和
山
川
モ
れ
は
其
筈
に
て
な
し
、
共
身
へ
は
し
っ
ペ
い
賞
、
我
は

し
っ
ぺ
い
不
合
は
道
花
述
ひ
た
り
、
是
非
う
け
ん
と
あ
り
。
州
民
次
、左

候
は
ピ
乍
恐
慌
巾
さ
ん
と
て
移
を
撮
り
す
ま
し
力
に
任
せ
、
和
仰
の

臼
と
鼻
の
聞
を
し
た
L
か
K
は
っ
た
り
。
利
品
同
は
策
を
収
失
ひ
、
蹴

め
候
は
ん
都
如
何
と
あ
り
。
山
民
次
左
候
へ
ば
不
昌
一
一
間
白
-
候
と
て
凱
て

所
監
す
。
利
品
川
は
沙
門
に
不
似
合
事
た
れ
ば
と
て
、
態
と
あ

τ候
と
て

即
叫
を
枯
ら
る
h
o

さ
て
こ
布
目
は
出
血
戎
思
ふ
や
う
に
勝
つ
。
さ
ら

ば
我
等
陀
も
し
っ
ぺ
い
御
賞
候
へ
と
被
v
UL
。
隆
次
巾
候
は
、
御
品
制
桜

可
矧
小
説
容

刈

共
馬
捕
の
腰
陀
鳥
羽
相
子
を
付
さ
せ
た
り
。
路
に
て
往
来
の
大
名

・小

名
に
逢
時
、
見
事
た
る
馬
な
れ
ば
立
戻
り
、
能
の
馬
ぞ
と
H
q
る
に

共
日
の
出
立
は
、
黒
糸
成
し
の
鎧

K
狸
K

緋
の
mm
緑
、
金
の
い
ら
た

か
の
珠
数
陀
、
金
の
醐
酬
を
付
た
る
を
様
に
か
け
、
帥
同
挑
の
山
伏
踊
巾

の
問
、

十
文
字
の
鉛
を
提
げ
、
黒
の
馬
の
野
髪
な
る
に
合
の
山
伏
頭

巾
を
か
ぶ
ら
せ
、
市
出
鰍
か
け
て
来
た
り
け
り
。

松
岡
仙
の
名
馬
主
京
に
て
互
の
頃
、
毎
夕
河
原
へ
冷
し
に
山川
け
る
。

異
見
す
れ
ど
も
不
携
。
図
v
之
出
血
次
に
も
改
て
皆
朱
柄
御
苑
と
あ
り
、

藤
田
・海
域
・
字
佐
美
・水
野
に
も
御
菟
あ
り
し
が
、附
医
長
五
年
九
月

二
十
九
日
放
上
陣
洲
川
と

云
成
に
て
、

州出
次
と
郡
城
・
ヰ
依
楽
・勝

悶
・水
野
五
人
一
所
陀
朱
柄
に
て
鉛
を
合
す
、
希
代
の
珍
却
也
。
脱
衣

鈴
と
は
、
武
功
勝
れ
ね
ば
持
す
る
事
を
不
許
、
相
純
の
者
共
俗
ν
之
。

是
は
我
勾
先
組
以
来
の
鎗
也
、
か
ゆ
る
事
な
ら
十
と
去
。
そ
と
に
て

水
野
藤
兵
衛
・泌
塚
理
右
衛
門
・
宇
佐
美
孤
五
左
衛
門
・
肱
刷
株
右
衛

門
笥
訟
て
去
。
多
年
邸
中
山主
候
縛
共
、
我
品
叩
可
に
は
皆
朱
の
給
御
免
艇
一
之
、

新
参
の
脱
衣
朱
柄
の
鎗
持
す
る
事
遺
恨
に
候
問
、
我
品
別
可
も
朱
柄
の
鎗

御
菟
可
被
成
候
。
担
…
↑
左
候
は
ピ
陵
弐
に
朱
柄
を
止
候
校
正
被
仰
付

可
被
下
候
と
一
宮
。
直
江
山
城
守
鋭
敏
共
罰
則
な
れ
ば
、
内
官
民
て
色
々

六
回




